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岡山理科大学・倉敷芸術科学大学・千葉科学大学・岡山理科大学専門学校・玉野総合医療専門学校・岡山理科大学附属高等学校・岡山理科大学附属中学校・御影インターナショナルこども園

　第87回選抜高校野球大会の出場校を決める選考委員会が1月23日大阪市内で開かれ、岡山理科大学附属高校が中国
地区を代表して、17年ぶり5度目の春の甲子園への出場が決定しました。吉報が当日午後の3時過ぎに届き、本校のグ
ラウンドで宮垣嘉也校長からセンバツ決定の知らせを聞いた部員60名は抱き合ったり、飛び跳ねたりして喜びを爆発
させました（写真）。本校の甲子園出場は春夏通算10度目となりますが、夏を含めても8年ぶりと久々となります。岡
山県から選抜高校野球大会に出場するのは2年ぶりで、地元新聞では「古豪復活、岡山理大附桜咲く」として号外も発
行され、センバツ連続出場が13年で途切れた
岡山勢にとっても、「返り咲き」の舞台で躍進
が期待されます。
　昨秋の県大会は4試合で計27得点。8年ぶり
となる優勝に輝き、中国地区大会へ挑みまし
た。広陵（広島）、関西（岡山）、宇部商（山口）
といった強豪を破り決勝へ、決勝では宇部鴻
城（山口）に延長戦の末敗れたものの準優勝、
今回の出場となりました。
　一戦必勝が目標。早川宣広監督は「久しぶり
の選抜が楽しみ。チームの力を底上げし、投手
を中心とした守備を、走力を生かした攻撃で
接戦をものにしたい」と語っています。今大会
は3月21日に開幕、12日間熱戦が繰り広げら
れる予定です。

岡山理科大学附属中学校
　岡山理科大学附属中学校は、1月23日（金）に校内対抗
第13回百人一首選手権大会を開催しました。この大会は、
中学1 ～ 3年生を対象に、冬の行事として古典に親しみ百
人一首を覚える事を目的とし、岡山理科大学附属中学校開
設当初から毎年行われています。
　今大会もクラス対抗戦、個人戦と白熱した勝負が繰り広
げられました（写真）。かるた部によるエキシビジョンマッ
チも行われ、「かこみて」「おくりふだ」「わたりて」などの
技が披露され、その速さに会場が沸きました。クラス対抗
戦ではスーパー選抜クラスが優勝、個人戦は菅野さんが
優勝、久本さんが2位、山口さんが3位と2年生のスーパー
選抜クラスがクラス対抗戦・個人とも独占となりました。
まだ、寒さが続く柔道場で行われた大会でしたが、終盤を
迎えるころには生徒の熱気で暑くなっていました。

校内対抗第13回百人一首選手権大会開催

岡山理科大学附属高等学校

春 のセンバツ 出場決定！
17年ぶりの甲子園に期待膨らむ！
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倉敷芸術科学大学
　2015年1月より倉敷市内2会場において、芸術学部および大学
院芸術研究科の卒業・修了制作展が開催されています。
　1月6日～ 25日の期間は加計美術館において大学院芸術研究
科修士課程の修了制作作品を、1月20日～ 25日の期間は倉敷市
立美術館において芸術学部の卒業制作作品を、2月20日～ 3月8
日の期間は加計美術館において大学院芸術研究科博士課程（後
期）の修了制作作品をそれぞれ展示します。1月20日に開催され
た芸術学部卒業制作展のオープニングセレモニーでは各賞の発
表もおこなわれ、集まった一般客や学生からは受賞作品の発表の
たびに歓声があがっていました。なお、今年度、加計勉大賞を受
賞したのは、デザイン学科（グラフィックデザイン）の鎌田悠希
さんの『Nobody’s the same ～人の不安要素の可視化～』という
繊細な切り絵の作品です。
　皆さまも、学生の集大成を見に、ぜひ会場までお越しください。

卒 業 ・ 修 了 制 作 展 の 開 催

英数学館小･中･高等学校

　授業での学びを活動に活かし、英語での会話に自信をつけ、さらにクラス・学
年を超えた友情とチームワークを深める－グローバル教育推進の一環としてこの
キャンプで掲げている目的です。今年度は雪のちらつく12月18・19日に実施し、
30年以上の伝統を継承するアドバンストクラスと、英語で学び、考え、表現できる
能力を高めるグローバル・スタディズクラスの両クラス1・2年生全員が参加しま
した。
　隠された20の英単語を探し英文を作るオリエンテーリング、英語を使ったゲー
ム、スペリングコンテストなど9つのアクティビティで、班に分かれて得点を競い
合います。その一つ、英文レシピを見ながら作る朝ごはんでは、牛乳パックとアル
ミホイルを使ってホットドッグにチャレンジしました。
　グローバル社会を強く生き抜く人材の土台作りのために、これからも英数学館は
常にチャレンジし続けていきます。

英数学館中学校　
English Camp　～英語で過ごす2日間～

ホットドッグ作り

岡山理科大学専門学校 ＲＩＳＥＮ ディスクドッグ チームをスタートしました！
　犬と人の関係および犬の行動学などを学ぶ観点から、本学では平成
24年度に、犬と人が共に行うスポーツである「ディスクドッグ競技」
をドッグトレーニング学科の射場洋介くんたちの呼びかけで始めま
した。翌年にはドッグトレーニング学科の学生たちが数名集い、正式
に「ＲＩＳＥＮディスクドッグクラブ」が発足。毎日放課後、グランド
でスローイングの練習やクラブ運営についてミーティングを行って
きました。その後も後輩に引き継がれ、現在11名の部員で活動してい
ます。
　この度2014年11月22日、兵庫県三木市において開催された、念願
のＮＤＡディスクドッグチャンピオンシップに部員10名が初参戦し
ました。大会会場（写真）では、日本を代表するＴＯＰプレーヤーたちの競技が見学でき、また多くの方々からアドバイ
スをいただくなど、参加者にとっては初めて体験する素晴らしい思い出となりました。競技の結果は予想を越え、プレ

ジャークラス（初級クラス）において、ドッグトレーニング学科1年生の安富友香さん
（写真）が見事に「優勝」、同学年の矢野　駿くんが3位、そして、このクラブチームの発
足よりクラブを率いてきた動物系研究科生の射場洋介くんが4位と健闘しました。「Ｒ
ＩＳＥＮ ディスクドッグ チーム」初参加、初優勝の活躍に栄光をたたえたいと思います。
　彼らが残した素晴らしい結果、また研究科生、2年生、1年生の3代にわたり、クラブ
を創り上げ繋いできたチームワークは、私たち岡山理科大学専門学校の誇りです。今後
も本校の素晴らしい伝統を引き継ぎ、学生たちと教職員が一体となり、更なる学校力
アップに努めていきたいものです。
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　平成27年1月8日こども園のもちつき大会を開催しました。
　先生達がもちをつき、園児達（主に2・3歳）がもちをまるめ
ました。「先生がんばれ、がんばれ、よいしょ、よいしょ」のか
け声と共にもちがつきあがっていきました。
　つきあがったもちに歓声をあげながら、エプロン姿の園児
達は、丸めたもちに、砂糖醤油・きなこ・チーズ海苔をつけて、
それぞれの味を楽しみ満喫していました。
　おかわり続出で、約3
キロのおもちがみるみ
るお腹に消えていきま
した。友達同士の会話が
はずみ楽しい一時が過
ごせました。これから
も、いろいろな行事をた
くさん経験して、社会性
を広め、視野を広げ、成
長していってくれるこ
とを願っています。

大盛り上がりのもちつき大会御影インターナショナルこども園

吉備高原学園高等学校 韓国全南女子商業高等学校から研修団が来訪
　平成27年1月20日（火）、韓国光州広域市にある
全南女子商業高等学校の皆様（生徒14名・引率教
員3名）が研修を目的に吉備高原学園高等学校へお
越しになりました。全南女子商業高等学校は平成
26年1月に吉備高原学園高等学校と教育協定を結
んだ海外の学校で、平成25年12月の初来校から今
回で３回目となります。今回も全南女子商業高等
学校の生徒（写真）と吉備高原学園高等学校の生徒
が、授業や実習などを通して交流をはかりました。
お互いの文化を学び合う中、グローバルマインド
もさらに磨いたようです。また同日、全南女子商業
高等学校の皆様は吉備中央町長への表敬訪問もさ
れました。

先生たちによるもちつき

もちを丸める園児たち

岡山理科大学附属高等学校
通信制課程

　12月10日より2泊3日の日程で平日コース32名が
沖縄研修旅行に出発しました。出発時の岡山の気温
は０℃でしたが、気温20℃のぽかぽか陽気の暖かさ
であったのですが、天候が快晴ではありませんでし
た。沖縄の自然の風景や米軍基地を見たりしました。
美ら海水族館では、ジンベイザメの餌やりのショー
を見ることができました。中日では、各班に分かれて
タクシー研修が行われ、事前に計画を立てたコース
を1日かけて周りました。沖縄ワールドに行ったり、
琉球ガラスでグラスを作る体験をした班もありまし
た。最終日は、沖縄の平和学習としてひめゆりの塔
や平和祈念公園に行き、戦争の悲惨さ・平和の大切
さ・命の尊さについて学べてよかったです。今回の
研修旅行は班行動を初めて行ってみて生徒にとって
も良い経験になったと思います。

2泊3日沖縄研修旅行
平和の大切さ・命の尊さについて学ぶ

平和祈念公園にて見学する生徒たち



御影インターナショナルこども園 吉備高原学園高等学校

〒706-0002 岡山県玉野市築港1-1-20
〈URL〉http://www.tamasen.ac.jp/

〒658-0047 兵庫県神戸市東灘区御影2-15-27
〈URL〉http://www.kake.ac.jp/mik/

〒288-0025 千葉県銚子市潮見町3
〈URL〉http://www.cis.ac.jp/

〒700-0005 岡山県岡山市北区理大町1-1
〈URL〉http://www.ridaifu.net/

〒709-2393 岡山県加賀郡吉備中央町上野2400
〈URL〉http://www.kibikogengakuen.ed.jp/

〒700-0005 岡山県岡山市北区理大町1-1
〈URL〉http://www.ous.ac.jp/

〒700-0005 岡山県岡山市北区理大町1-1
〈URL〉http://www.kake.ac.jp/~info-j/

〒700-0003 岡山県岡山市北区半田町8-3
〈URL〉http://www.risen.ac.jp/

〒712-8505 岡山県倉敷市連島町西之浦2640
〈URL〉http://www.kusa.ac.jp/

Mikage International Kindergarten

Tamano Institute of Health and Human Services

Kurashiki University of Science and the Arts

英数学館小・中・高等学校
〒721-8502 広島県福山市引野町980-1
〈URL〉http://www.eisu-ejs.ac.jp/

Eisugakkan Elementary, Junior and Senior High Schools Kibikogen Gakuen Senior High School

Okayama University of Science Attached Junior High School

OUS Specialized Training College

Okayama University of Science

Okayama University of Science High School

Chiba Institute of Science
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加計学園平成26年度

加計教育振興会会長賞 受賞者6名が決定
　岡山理科大学では、2015年
度一般入試よりインターネッ
ト出願を導入しました。岡山
理科大学へは、中・四国のみ
ならず、全国から志願があり、
その割合は岡山県内22％、岡
山県外78％（昨年度実績）と
なっています。このように、
全国に志願者がいるというこ
とを鑑み、また志願者の便宜
を図る意味からも、ネットで
の出願は有効であると考え、
ネット出願を導入することとしました。このネット出願、
名称は本学のイメージキャラクターである「たんQくん」
と、ネット出願は紙の願書を取り寄せる必要がなく、パ
ソコンでの出願登録が可能であることから「かんたんで
Q i c k」という意味も込めて『たんＱ出願』としました。
http://www.ous.ac.jp/

岡 山 理 科 大 学
『たんＱ出願』始まりました。

　平成26度卒業生に対する加計教育振興会会長賞受賞者6
名が1月13日（火）の選考会において決定しました。
　加計教育振興会は「ひとりひとりの若人が持つ能力を最
大限に引き出し、技術者として社会人として社会に貢献で
きる人材を養成する」という共通の建学の精神をもって設
立された各校が、加計教育の振興を図ることを目的として、
昭和49年に発足しました。加計教育振興会では、毎年、学
園グループ傘下の設置校において学業・人物共に優れた学
生を表彰しています。
　平成26年度において、表彰された方々が、それぞれの分
野において、更なる活躍をされることを願います。

平成26年度加計教育振興会会長賞　受賞者一覧

１．福山福祉専門学校	 介護福祉学科　徳永　芳子
２．玉野総合医療専門学校	 保健看護学科　西村　朋美
	 理学療法学科　原田　健吾
３．岡山理科大学専門学校	 建築学科　夜間部　水島悠紀子
	 アクアリウム学科　吉本　　剛
４．広島アニマルケア専門学校	 動物管理学科　玉木　瑠衣

　12月20日（土）、21日（日）の2日間を通して、第3回目となる防災
士資格取得公開講座が開催されました（写真）。近隣市町村からの多く
の社会人が参加し、本学教員が行う自然災害発生のメカニズムについ
てから、防災安全対策、防災士の役割などの解説について真剣に耳を
傾けました。2日間のプログラムの最後には「防災士試験」が実施され、
参加者は資格取得を目指して試験に望みました。千葉科学大学は法人
日本防災士機構から防災士研究実習教育機関として認定されている
ため、在学生は所定の科目を習得しさえすれば、受験資格が得られる

ようになって
います。社会人
の皆様にも必
要な知識と技
術を共有して、
資格をよりス
ムーズに取得
できるよう、本
講座を開講し
ています。

千 葉 科 学 大 学

防災士資格取得公開講座が開催

　 平 成26年 秋 の
叙勲において、危
機管理システム学
科 の 酒 井 明 教 授
に、法務行政事務
功労により、瑞宝
小綬章が授与され
ました。11月7日
に法務省大会議室
で執り行われた勲
章伝達式では、受
賞者を代表して勲
記及び勲章を受章
されました。その
後、皇居豊明殿に
おいて、天皇陛下に拝謁し、お言葉を頂きました。

危機管理システム学科  酒井  明教授

「危機管理学部 酒井明教授に
瑞宝小綬章、平成26年秋の叙勲」


